
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

薬学部内のワーキンググループは
10/8に開催予定。結論次第で活動
する⇒薬学部WGにより計画案提出
次年度の年間計画はほぼ完成。２
階工事が３月中旬より開始。４月
には完成予定
基本的な改修については空調の設
置、トイレ改修の可否について議
論する⇒経費上の効率性から業者
決定。３月中旬より工事開始、４
月までに完成予定
２階部分の利用法については上記
WGにより決定した。担当者の計画
待ち
後期科目の対象学生に声掛けをし
て、薬局見学を行う予定⇒薬学部
ＷＧの決定により具体案が提出さ
れ担当者の計画実施待ち。
薬局利用における問題点を列挙す
る予定⇒薬学部ＷＧの決定により
具体案が提出され担当者の計画実
施待ち。

薬と健康の週間のイベントとして
血圧・AGE・肺年齢の各測定を実施
する(10/15～10/23)

上記の広報として、来局者への配
布や町内回覧板の利用して参加者
を募っている

役所への申請書類や設置すべき表
示等についてほぼ作成した

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果

を広く社会に還元する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名： 　薬学部附属しゅうじつ薬局

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

実務実習期間以外の期間(４期)を利
用し、本年度において学部２・３年
生を対象として、実務指導体験を計
画し実施する案を立てる。

年末までに立案し、左記学習支援委
員会で審議していただく。

年末までに立案し、左記学習支援委
員会で審議していただく。

教育研究活動を支援する環境や条件を
適切に整備し、教育研究活動の促進を
図る。

前期までに立案し、上記学習支援委
員会で審議していただく。その上で
実施計画を立案し、トライアルを実
施できるよう計画する。

学生の学修、教員の教育研究や条件を
整備するための方針を明示する。

教育研究活動に必要な十分な校地・校
舎及び施設・設備を整備し、それらの維
持・管理、安全・衛生を確保する。

本年度中に、附属薬局において実施
予定の学生への教育・指導内容につ
いて、薬学部の委員会で検討し案を
作成し、計画を立案する。

附属薬局の２階会議室を上記案に基
づいて、設備を配置する。基本的に
会議室の機能と医薬品情報室の機能
を持たせる方向で検討する。

社会連携・社会貢献の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

薬局業務に求められる健康サポート
機能のうち実施しうる計画を立案し
資料を作成する。発信方法も含め対
応案を作成する。

実現可能の物から、順次、資料を作
成し、薬局内で公表していく。

開局時期までに、文書を開示できる
よう改訂していく。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切

に行う。

附属薬局を運営するために、開局時
期に合わせて最低限求められる文書
や運営法に関し文書化していく。



残業手当、休日出勤などの対応に
ついて学園総務課と協議し、年度
内の対応について仮作成している
⇒岡山医療センターと３薬局とが
協議し深夜の営業短縮を依頼

医薬品購入においてシステムの都
合上、会営薬局からの分譲医薬品
の扱いの特殊性や薬価改定への対
応が困難である⇒分譲医薬品の期
限が近付いたものは流通に乗せる
方向で対応している

上記の問題点につて医薬品購入管
理システムと学園総務課と協議し
ている⇒購入システムの特殊性を
配慮していただいた。
市内の薬局での研修や学内教員に
よるレセプト処理の講義を受講し
た
個別に資質向上の研修は受講中
トラブル事例については情報共有
して対応法を設定している

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

開局時期までに、文書を開示できる
よう改訂していく。

執行ルールを明確にし、決算の内部監
査を行うなど、予算編成および予算執行
を適切に行う。

附属薬局の事務処理の実施法を管理
薬剤師、大学事務局と協議し、開局
後も含め文書化する。

年度内にいったん作成した執行ルー
ルを現実に合わせて関係部署と協議
しながら作成していく。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切

に行う。

附属薬局開局後の業務を経験しなが
ら、確実に運営できるよう職員の技
能を磨いていく。振返りを中心にト
ラブル例を記録し対応策を策定・文
書化していく。

開局までは準備で多忙のため、外部
での研修も含め、順次実施してい
く。トラブル例に対しては継続的に
記録していく。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

附属薬局を運営するために、開局時
期に合わせて最低限求められる文書
や運営法に関し文書化していく。


